
【感染性胃腸炎予防に関する注意事項】 

 

 

 

 

 

◆感染性胃腸炎とは 

・主にウイルスなどの微生物を原因とする胃腸炎の総称です。 

・原因となるウイルスには，「ノロウイルス」，「ロタウイルス」，「サポウイルス」，

「アデノウイルス」などがあります。 

◆症状 

・主な症状は，吐き気，嘔吐，下痢，腹痛で熱はそれほど出ません。 

・通常１日～２日で症状はおさまり，後遺症もなく治ります。 

・感染しても発症しない人や，軽いかぜのような症状で済む人もいます。 

・ただし抵抗力が弱い高齢者や乳幼児などの場合，重症化したり，嘔吐物をの

どにつまらせたり，下痢によって脱水症状を呈する危険があります。 

◆主な感染経路 

●人から人へ 

・ウイルスが含まれた感染者の便や嘔吐物が手に付き，手洗い不十分等の理 

由により最終的にウイルスが口から入った。 

・乾燥して空中に舞い上がったウイルスがほこりなどと一緒に口に入った。 

●人から食品を介して人へ 

・ウイルスが付いた手や器具で調理した為に食品が汚染され，それを食べた。 

●食品から人へ 

・ウイルスに汚染されたカキなどの二枚貝を生，あるいは十分加熱せず 

に食べた。 

・ウイルスに汚染された井戸水などを十分消毒せずに飲んだ。 

◆感染拡大を防止するには 

●食品は８５度以上で１分以上加熱する。 

●調理器具等は殺菌して，二次感染を防ぐ。 

●便や嘔吐物は乾燥しないうちに処理する。 

・使い捨てのエプロン（ガウン）・マスク・手袋を着用し，使用済みのものは 

すぐにビニール袋などに入れ密閉する（このとき０．１％の次亜塩素酸ナト 

リウムをしみこむ程度入れておくとよい）。 

・片付けが終わったらよくせっけんで手を洗い，うがいをすること。 

●感染源となりうるものは，残らず確実に処理する。 

・便や嘔吐物の処理中，処理後は必ず換気をする。 

・施設内で嘔吐物やふん便を処理する時は，ビニール手袋や使い捨てのマス 

クを用い，汚れた床・用具などは塩素系の消毒剤で消毒してくだい。 

・処理をする人は最小限の人数で，近くに人を近づけないようにする。 

・汚染された衣類は，８５度以上の熱水に１０分以上浸すか，０．０２％～ 

０．１％の次亜塩素酸ナトリウム溶液に浸漬させてから洗濯する。 

 
※ 詳しい消毒方法や健康管理などについては，保健所に御相談ください。 

※ 日ごろから，施設利用者や従事者の健康観察をしっかり実施してください。 

ノロウイルスは感染力が非常に強く，わずかにウイルスが付着しているだけで，食

品，人，手袋や床，ドアノブ，便座などさまざまなところから感染するおそれがあ

ります。大規模な集団感染につながりかねないため，予防対策を万全にして臨むこ

とが大切です。 

 


